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このマニュアルでは、分析プラットホームのアップグレード方法について説明します。分析プラットホームは各種設定内容を移

行することができますので、さらなる機能の追加/バグ修正が施されたアプリをぜひご利用下さい。 
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1. 新しいアプリの入手と設置 

既に分析プラットホームをお使いいただいている場合、下のようなフォルダ構成になっていることを確認してください。以降、説

明にはデフォルトのフォルダ名 “AnalysisPlatform-master” を使用しますが、これは変更されていても問題ありません。 

 

 

!!注意 

“AnalysisPlatform-master” フォルダの中に、現在お使いいただいているアプリで読み込んだデータと設定内容が保存さ

れています。このフォルダは、新しいアプリでの動作確認が充分にとれるまで絶対に削除しないでください。 

 

次に、新しい分析プラットホームを入手します。GitHub にアクセスし、zip ファイルを入手して解凍してください。解凍が完了

すると、 “AnalysisPlatform-master” フォルダが現れます。 

https://github.com/apdn7/AnalysisPlatform 

 

      

 

このままでは名前が重複しているため、分かりやすい別のフォルダ名に変更してください。ここでは “AnalysisPlatform-

master_new” としました。 

 

      

現在使用中のアプリが 

入ったフォルダ 

自動的にダウンロード 

されたソフトウェア 

フォルダ名を変更する 

解凍する 

1 

2 

新しく入手したアプリ 

https://github.com/apdn7/AnalysisPlatform
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次に、フォルダ名を変更した新しいアプリ (以降、新バージョン) を、今まで使っていたアプリ (以降、旧バージョン)と同じフォ

ルダに移動してください。 

 

 

 

新バージョンの設置後、以下のようなフォルダ構成になっていることを確認してください。”AnalysisPlatform-master” の

中に旧バージョンのファイル、”AnalysisPlatform-master_new” の中に新バージョンのファイルが格納されています。これ

で新バージョンの入手と設置は完了です。 

 

 

  

今まで使っていたアプリ (旧バージョン) 

新しいアプリ (新バージョン) 

旧バージョンのファイル 

新バージョンのファイル 
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2. 各種設定の移行 

旧バージョンで設定した内容（データソース設定、工程設定、紐付設定、フィルタ設定、マスタ設定、ブックマーク）を新バ

ージョンに移行する方法を説明します。 

 

!!重要 

旧バージョンのフォルダは、新バージョンでの動作確認が完了するまで削除しないでください。 

動作確認のために旧バージョンと新バージョンで使用するポート番号を違うもの (例: 7769, 7770) に設定しておき、デー

タ移行後はどちらも起動することをお勧めします。しばらくの間両方のバージョンを起動しておき、新バージョンでの問題発生

時にいつでも旧バージョンを使用できる状態にして頂くとより安全にご利用頂けます。 

 

設定内容はアプリのフォルダ内の “instance” フォルダ内に保存されています。 

 app.sqlite3: 各種設定内容 (この内容を移行します) 

 universal.sqlite3: 読み込んだデータ 

 

!!注意 

分析プラットホーム v4.1.0 以降 は高速化のため、読み込んだデータが格納されている “universal.sqlite3” の構造が

変更されています。そのため、”universal.sqlite3” は直接移行することができません。設定内容を移行後、新バージョン

の設定画面 (”工程設定: 詳細”) で内容を確認し “データ読込” ボタンを押すことでデータが読み込まれます。 

 

まず、新バージョンの “instance” フォルダ内が空であることを確認してください。 

 

 

 

  

空 
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旧バージョンの “instance” フォルダ内にある “app.sqlite3” を、新バージョンの “instance” フォルダにコピー&ペース

トしてください。 

 

   

これで設定内容の移行は完了です。 

  

旧バージョン 

コピー 

ペースト 

 

新バージョン 
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3. ポート番号/プロキシ設定/デフォルト言語などの起動設定 

旧バージョンでは、分析プラットホームが使用するポート番号/デフォルト言語の設定を “basic_config.yml”、 

AnalysisPlatform-master > histview2 > config > basic_config.yml 

プロキシの設定はアプリ起動時に使用する“oss_start_app.bat”で行っていました。 

 

一方、新バージョンでは、ポート番号/デフォルト言語/プロキシなどの設定を”startup.ini”のみで行い、アプリを起動するファ

イルは“oss_start_app.bat”から“start_ap.bat”に変更されています。 

設定方法は、ドキュメント “Getting Started” の “ポート番号/プロキシ設定/デフォルト言語などの起動設定” の章を

参照してください。 

 

 

  

新バージョン 

全ての起動設定がこのファイルで完結 
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4. 新バージョンへのデータの読み込み 

各種設定の移行が完了したら、新バージョンのアプリを起動してください。起動方法はドキュメント “Getting Started” の  

“アプリの起動/停止” の章を参照してください。 

 

旧バージョンが v4.1.0 以降の場合: 

分析プラットホーム起動後、移行した設定内容に基づいて自動的にデータの読み込みが開始されます。 

 

旧バージョンが v4.0.0 または v4.0.1 の場合: 

アプリ起動後、アプリのサイドバー > 設定 から “工程設定” を開いてください。その後、編集ボタンをクリックして、”工程設

定: 詳細” 画面を開いてください。 
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この画面では、移行した設定内容が正しいか確認して頂き、“データ読込” ボタンを押してください。設定内容に基づきデー

タの読み込みが開始されます。この操作を移行した全工程で行ってください。 

 

  

 

データ読み込みの進行状況は、アプリのサイドバー > 設定 から “ジョブ一覧” を開くと確認することができます。 

 

  

 

 

 

設定内容が正しいか確認後、 

“データ読込” ボタンを押してください。 


